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第７号( 1 )

１０００名の組合を早期に実現しよう

拡大・第３回中央執行委員会を開催

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は

３
月
24
日
（
土
）
か
ら
25
日

（
日
）
、
拡
大
・
第
３
回
中

央
執
行
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

本
会
議
に
は
、
中
央
執
行

委
員
の
13
名
に
加
え
て
、
関

東
地
方
本
部
、
関
西
地
方
本

部
、
東
京
支
部
、
茨
城
支
部

の
各
執
行
委
員
と
電
機
労
働

者
懇
談
会
の
今
井
節
生
代
表

も
参
加
。

総
勢
23
名
で
組
織
拡
大
を

正
面
に
す
え
た
論
議
を
２
日

間
行
い
ま
し
た
。

執
行
委
員
会
の
冒
頭
に
は
、

根
本
隆
・
全
労
連
副
議
長
か

ら
、
組
織
拡
大
に
関
す
る
特

別
講
演
が
１
時
間
行
わ
れ
ま

し
た
。

根
本
副
議
長
は
「
組
織
拡

大
の
方
針
・
体
制
を
日
常
化

し
、
戦
略
的
で
継
続
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
を
展
開
す
る
こ
と

が
重
要
」
と
強
調
さ
れ
、
そ

の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
知

恵
も
経
験
も
成
果
も
出
て
く

る
こ
と
を
、
全
労
連
が
取
り

組
ん
で
き
た
事
例
を
あ
げ
な

が
ら
分
か
り
や
す
く
話
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
米
田
徳
治
委
員

長
か
ら
「
当
面
す
る
組
織
強

化
問
題
に
対
す
る
素
案
」
の

提
案
・
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。米

田
委
員
長
は
、
「
素
案
」

に
基
づ
い
て
、
こ
の
間
の
組

合
活
動
と
財
政
確
立
な
ら
び

に
組
織
整
備
の
進
展
状
況
を

報
告
し
、
今
後
の
組
織
整
備

と
強
化
の
方
向
を
提
案
し
ま

し
た
。
最
後
に
、
結
成
大
会

で
宣
言
し
た
１
０
０
０
名
の

組
合
員
を
早
期
に
達
成
す
る

た
め
、
組
合
員
拡
大
の
「
倍

加
運
動
」
を
提
起
し
ま
し
た
。

「
素
案
」
の
提
案
を
受
け
て
、

参
加
者
は
３
班
に
分
か
れ
て
、

討
議
を
行
い
ま
し
た
。

分
散
会
の
討
議
で
は
、
こ

の
間
の
中
央
本
部
、
地
方
本

部
や
支
部
の
活
動
が
交
流
さ

れ
、
「
素
案
」
に
対
す
る
意

見
や
要
望
、
新
た
な
支
部
の

結
成
に
つ
い
て
の
可
能
性
と

問
題
点
、
Ｈ
Ｐ
の
開
設
、
労

働
セ
ン
タ
ー
の
新
設
な
ど
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。２

日
目
に
行
わ
れ
た
全
体

討
論
で
は
「
北
関
東
支
部
の

結
成
で
は
な
く
、
埼
玉
支
部
、

群
馬
支
部
を
つ
く
る
こ
と
を

提
起
し
て
も
ら
い
た
い
」

「
茨
城
支
部
は
倍
加
を
め
ざ

し
た
い
」
な
ど
、
分
散
会
の

内
容
を
深
め
る
発
言
が
相
次

い
で
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
間
に
わ
た
る
会
議
で
、

第
２
回
定
期
大
会
（
９
月
開

催
予
定
）
を
２
５
０
名
の
組

合
員
で
迎
え
る
こ
と
、
各
県

に
支
部
を
つ
く
る
こ
と
を
基

本
に
し
て
組
織
強
化
を
進
め

る
こ
と
な
ど
が
深
め
ら
れ
、

１
０
０
０
名
の
組
合
員
を
め

ざ
し
て
組
織
拡
大
に
ま
い
進

す
る
方
針
案
が
共
有
さ
れ
ま

し
た
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、

本
執
行
委
員
会
の
討
議
を
も

と
に
し
て
、
組
織
拡
大
の
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
取
り
組
み

ま
す
。

全
組
合
員
の
参
加
の
も
と

で
総
力
を
あ
げ
て
取
組
み
、

組
織
の
強
化
と
拡
大
を
は
か

る
こ
と
を
訴
え
る
も
の
で
す
。

根
本
全
労
連
副
議
長
か
ら

組
織
拡
大
の
特
別
講
演

活
発
な
論
議
が

交
わ
さ
れ
た
分
散
会

組
織
強
化
・
拡
大
に

総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む

第 ７ 号 の 紹 介

１面 拡大・第３回中央執行委員会を開催
２面 東京地評との懇談会を実施 東京支部

３・１１集会
米田委員長メッセージ ⑤

３面 第３回組合員のつどいを開催 東京支部
団交申し入れで解雇撤回！ 関西地方本部
鈴木喜美子さんを語る会

４面 交流のひろば、告知板

米
田
委
員
長
か
ら

「
素
案
」
の
提
案

各
県
に
支
部
を
つ
く
り

組
織
強
化
・
拡
大
を
は
か
る

内
閣
府
の
「
国
民
生
活
に
関

す
る
世
論
調
査
」
結
果
に
よ
る

と
、
２
０
１
０
年
の
時
点
の
数

値
は
20

代
の
７
０
・
５
％
が

「
現
在
の
生
活
に
満
足
」
で
あ

る
。
30
代
６
５
・
２
％
、
40
代

５
８
・
３
％
、
50
代
は
５
５
・

３
％
と
年
を
重
ね
る
毎
に
下
が
っ

て
い
る
。
２
０
１
１
年
で
の
20

代
は
74
％
に
。

社
会
学
者
の
古
市
憲
寿
さ
ん

（
27
歳
）
は
「
将
来
へ
の
期
待

が
低
い
分
、
20
代
は
現
状
に
満

足
し
や
す
い
」
と
分
析
し
て
い

る
。
２
０
１
２
年
２
月
の
失
業

率
は
４
・
５
％
、
15
歳
〜
24
歳

は
９
％
で
働
い
て
い
る
若
者
の

50
％
が
非
正
規
雇
用
だ
。

雇
用
、
低
賃
金
、
・
・
１
９

９
７
年
以
降
、
若
者
の
働
く
環

境
は
悪
化
の
一
途
な
の
に
「
幸

せ
」
だ
と
思
う
数
値
は
上
昇
す

る
「
い
び
つ
」
。

横
浜
市
大
教
授
の
白
石
百
合

子
さ
ん
（
49
歳
）
は
、
幸
福
度

の
感
じ
方
は
①
所
得

②
家
族

な
ど
の
属
性

③
よ
り
多
く
の

も
の
を
求
め
る
野
心
、
が
関
係

し
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
生

活
の
基
盤
が
崩
壊
し
て
い
る
若

者
が
、
社
会
の
「
い
び
つ
」
の

改
善
を
求
め
な
い
「
幸
せ
」
で

は
寂
し
い
と
思
う
の
は
、
自
身

の
老
齢
化
の
証
な
の
だ
ろ
う
か
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ

「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
３
月

で
終
了
し
ま
し
た
。

国
際
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

活
躍
中
の
コ
シ
ノ
３
姉
妹
（
ヒ

ロ
コ
、
ジ
ュ
ン
コ
、
ミ
チ
コ
）

の
お
母
さ
ん
一
代
記
の
話
で
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
を
舞
台
と
し

て
虚
実
入
り
混
ぜ
て
の
ド
ラ
マ

は
そ
れ
な
り
に
面
白
か
っ
た
の

で
す
が
…
。

と
こ
ろ
が
、
あ
と
３
回
で
終

り
と
い
う
時
に
目
が
点
に
な
り

ま
し
た
。
２
女
（
コ
シ
ノ
ジ
ュ

ン
コ
が
モ
デ
ル
）
が
着
て
い
た

コ
ー
ト
が
あ
ろ
う
こ
と
か
迷
彩

模
様
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
「
画

竜
点
睛
を
欠
く
」
と
い
う
の
は

こ
の
よ
う
な
場
合
の
た
め
に
あ

り
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ

の
語
源
が
同
じ
だ
か
ら
と
い
う

な
ら
ば
、
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア

か
し
ら
ん
。

★
先
月
に
泊
ま
り

込
み
で
行
っ
た
執

行
委
員
会
を
皮
切

り
に
、
１
０
０
０

名
の
組
合
づ
く
り

が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

１
０
０
０
名
に
な
っ

た
ら
、
労
働
相
談
の
解
決
も
、

要
求
実
現
も
格
段
に
進
む
こ
と

で
し
ょ
う
。
い
ま
ま
で
労
働
組

合
の
な
い
会
社
に
、
電
機
・
情

報
ユ
ニ
オ
ン
の
分
会
を
幾
つ
か

つ
く
り
、
春
闘
で
は
会
社
と
賃

上
げ
の
団
体
交
渉
も
や
っ
て
み

た
い
も
の
で
す
。

み
ん
な
で
夢
と
ロ
マ
ン
を
語

り
合
い
、
組
織
拡
大
を
楽
し
く

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

★
骨
抜
き
に
さ
れ
た
労
働
者

派
遣
法
の
成
立
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議

で
の
不
当
判
決
、
そ
し
て
相
次

ぐ
リ
ス
ト
ラ
の
知
ら
せ
を
聞
い

て
、
怒
り
が
湧
い
て
い
ま
す
。

労
働
者
と
労
働
組
合
は
今
、

大
企
業
の
雇
用
破
壊
、
リ
ス
ト

ラ
に
ど
う
反
撃
し
て
い
く
の
か

が
、
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

リ
ス
ト
ラ
に
対
し
、
一
人
ひ

と
り
の
労
働
者
の
立
場
で
敢
然

と
た
た
か
う
電
機
・
情
報
ユ
ニ

オ
ン
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
一
）
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交
流
の

ひ
ろ
ば

あとがき

第７号( 4 )

参加の輪・支援の輪を
広げましょう

☆ 電機懇「学習講演会」

「原発ゼロ再生可能エネルギーへの転換を」
主催：電機労働者懇談会、電機・情報ユニオン

日時：４月２１日（土）１３時３０分～１７時

会場：港勤労福祉会館第一洋室（ＪＲ田町駅から徒歩５分）

☆ＮＥＣセミ偽装請負裁判
・４月２０日(金)10時30分熊本地裁

☆三菱名古屋派遣切り裁判
・控訴審・名古屋高裁１００３号法廷

・７月３日(火)１３時３０分～

☆JMIU高見澤電機支部裁判
・控訴審・第３回口頭弁論、東京高裁

・６月２８日(木)１１時００分～

☆パナソニック若狭・正規雇用裁判
・控訴審・第１回口頭弁論、名古屋高裁金沢支部

・4月16日(月)11時30分～

今
の
若
者
は
幸
せ
か

東
京
支
部

松
本

謙
司

さ
ん

画
竜
点
睛
を
欠
い
た
？

「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

中
央
本
部

塩
田

儀
夫

さ
ん

メーデーに参加しよう
産業別労働組合として発足した電機・情報ユニオンが、初め

て迎えるメーデーです。中央、各地で開催されるメーデーに、

仲間を大勢誘い合わせて、参加していきましょう。
「電機・情報ユニオン」の旗を掲げ、労働者の連帯と団結の

輪を広げ、リストラをはね返す力にしていきましょう。
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東
京
支
部
は
３
月
21

日
（
水
）
、
東
京
地
評

と
の
懇
談
会
を
持
ち
ま

し
た
。

出
席
は
、
東
京
地
評

か
ら
伊
藤
議
長
・
松
本

事
務
局
長
・
菊
池
組
織

局
長
・
塚
本
局
員
。
ユ

ニ
オ
ン
か
ら
米
田
委
員

長
・
谷
口
副
委
員
長
・

市
毛
執
行
委
員
と
Ｎ
Ｅ

Ｃ
懇
小
山
さ
ん
、
電
機

懇
今
井
代
表
で
し
た
。

懇
談
会
は
、
米
田
委

員
長
よ
り
、
結
成
後
の

諸
活
動
を
詳
細
に
渡
っ

て
報
告
し
、
東
京
地
評

の
菊
池
組
織
局
長
よ
り

「
東
京
地
評
と
し
て
大

き
な
製
造
分
野
で
の
ユ

ニ
オ
ン
結
成
に
期
待
、

い
つ
で
も
加
盟
は
で
き

る
の
で
運
動
で
の
共
同

を
広
げ
た
い
、
東
京
地

評
は
年
間
３
２
０
０
件

の
労
働
相
談
を
受
け
て

お
り
ユ
ニ
オ
ン
に
期
待

し
て
い
る
」
と
表
明
さ

れ
ま
し
た
。

最
初
に
組
織
問
題
に

つ
い
て
「
東
京
地
評
は
、

特
に
選
択
す
る
事
項
は

な
い
の
で
可
能
な
範
囲

か
ら
加
盟
し
て
頂
き
た

い
」
「
東
京
支
部
は
、

既
に
八
王
子
労
連
に
分

会
で
加
盟
し
て
お
り
今

後
可
能
な
分
会
か
ら
加

盟
す
る
」
、
今
井
さ
ん

か
ら
「
神
奈
川
労
連
と

神
奈
川
支
部
と
は
教
訓

的
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
」
な
ど
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
リ
ス
ト
ラ
の

現
状
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
小
山
さ
ん
よ
り
、

宣
伝
行
動
で
の
労
働
者

の
反
響
が
高
ま
っ
て
い

る
状
況
を
報
告
し
、
４

月
に
は
「
第
３
弾
ビ
ラ
」

を
配
布
、
６
月
に
シ
ン

ポ
＆
学
習
会
を
開
催
す

る
な
ど
の
報
告
を
受
け

て
懇
談
し
ま
し
た
。

最
後
に
菊
池
局
長
よ

り
「
東
京
地
評
の
労
働

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を

強
め
ユ
ニ
オ
ン
の
転
送

先
に
連
絡
す
る
。
Ｎ
Ｅ

Ｃ
で
の
宣
伝
方
法
は
港

区
労
連
と
の
協
議
を
経

て
連
絡
を
願
う
、
今
後

双
方
か
ら
の
必
要
性
に

応
じ
て
懇
談
会
を
開
催

す
る
」
と
の
ま
と
め
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

（
谷
口

利
男
）

３
月
24
、
25
日
「
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
を
拡
大
強
化

し
よ
う
」
と
拡
大
中
央
執
行

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
国
の
各
支
部
執
行
委
員

と
今
井
電
機
懇
代
表
を
加
え

て
総
勢
23
名
の
参
加
で
壮
大

で
し
た
。

昨
年
９
月
に
全
国
組
織
を

結
成
し
、
６
ヶ
月
間
の
活
動

と
こ
れ
ま
で
の
教
訓
を
生
か

し
た
活
動
か
ら
、
今
後
を
見

据
え
た
（
当
面
第
２
回
定
期

大
会
に
む
け
て)

組
合
員
の

拡
大
と
組
織
強
化
の
方
向
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
全
国
単
一
の
産

業
別
の
労
働
組
合
組
織
と
し

て
何
が
で
き
る
か
。
12
年
春

闘
は
ど
う
取
り
組
ん
だ
ら
い

い
の
か
。
模
索
し
な
が
ら
の

取
り
組
み
で
し
た
が
、
春
闘

要
求
で
電
機
業
界
団
体
と
初

め
て
行
っ
た
要
請
行
動
か
ら
、

教
訓
を
掴
ん
だ
よ
う
に
思
い

ま
す
。
電
機
情
報
産
業
で
吹

き
荒
れ
る
リ
ス
ト
ラ
攻
撃
に

抗
し
て
い
く
ヒ
ン
ト
を
得
ま

し
た
。

業
界
団
体
に
「
リ
ス
ト
ラ

の
中
で
は
企
業
は
企
業
倫
理
・

Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
守
ら
な
い｣

と
職

場
の
実
態
を
示
す
と
、
「
業

界
と
し
て
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
遵
守

す
べ
き
立
場
は
変
わ
ら
な
い
」

と
は
っ
き
り
明
言
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
、
新
年
度
か
ら

リ
ス
ト
ラ
を
強
行
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
を
労
組
に
提
示

し
ま
し
た
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

リ
コ
ー
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
も
労
働
者

へ
の
攻
撃
は
続
い
て
い
ま
す
。

通
年
闘
争
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。

会
議
の
最
後
で
私
は
「
企

業
倫
理
を
守
れ｣

｢

労
働
者
の

雇
用
の
た
め
に
内
部
留
保
を

吐
き
出
せ｣

と
求
め
、
Ｃ
Ｓ

Ｒ
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

履
行
、
そ
し
て
、
国
際
規
格

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
（
社
会

的
責
任
に
関
す
る
手
引
き
）

の
遵
守
を
求
め
て
闘
っ
て
い

く
こ
と
、
そ
の
中
で
、
組
合

員
拡
大
と
組
合
の
組
織
化
を

進
め
て
い
こ
う
と
訴
え
ま
し

た
。

３
月
11
日
に
全
国

各
地
で
「
原
発
ゼ
ロ
」

の
共
同
行
動
・
集
会

が
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。電

機
・
情
報
ユ
ニ

オ
ン
の
組
合
員
も
そ

れ

ら

に

参

加

し

、

「
原
発
な
く
そ
う
」

の
声
を
高
め
ま
し
た
。

東
京
地
評
と
の
懇
談
会
を
実
施

東
京
支
部

第
２
回
定
期
大
会
に
む
け
て
組
織
的
前
進
を

米
田
委
員
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

⑤

３・１１集会

３月２１日、東京地評と東京支部の懇談会

東京・井の頭公園「震災復興なく
せ原発3・11行動ｉｎ東京」

川崎・中原平和公園「原発ゼロへ
のカウントダウンｉｎかわさき」

大阪・扇町公園
「なくそう原発府民１万人集会」

２０１２年４月１０日 電機・情報ユニオン 第７号( 3 )

三
洋
電
機
の
子
会
社
で
あ

る
三
洋
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ

ス
㈱
の
人
材
派
遣
部
門
は
、

１
月
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
グ

ル
ー
プ
再
編
で
別
資
本
へ

事
業
譲
渡
さ
れ
、
㈱
お
電
話

セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

事
業
縮
小
に
よ
り
、
人
材

派
遣
部
門
で
営
業
管
理
職
を

担
当
し
て
い
た
男
性
社
員

（
49
才
）
は
解
雇
通
告
を
受

け
た
た
め
、
電
機
・
情
報
ユ

ニ
オ
ン
に
相
談
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ

オ
ン

が
３
月
13
日
に
㈱
お
電
話
セ

ン
タ
ー
へ
団
体
交
渉
を
申
し

入
れ
た
と
こ
ろ
、
会
社
は
団

体
交
渉
を
回
避
し
、
解
雇
を

あ
っ
さ
り
と
撤
回
し
ま
し
た
。

男
性
社
員
は
、
㈱
お
電
話

セ
ン
タ
ー
で
電
話
要
員
と
し

て
仕
事
を
続
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
（
西
野

健
一
）

東
京
支
部
は
３
月
18

日

（
日
）
午
後
、
「
第
３
回
組

合
員
の
つ
ど
い
」
を
15
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
米
田
委
員
長
よ

り
「
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン

結
成
後
の
到
達
点
と
今
後
の

課
題
」
に
つ
い
て
詳
細
に
報

告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ

ン
の
再
雇
用
で
働
い
て
い
る

４
名
の
組
合
員
に
対
し
て

「
宮
崎
に
異
動
で
き
な
け
れ

ば
雇
用
の
契
約
更
新
は
し
な

い
」
と
事
実
上
の
退
職
勧
奨

を
し
て
き
た
こ
と
に
対
す
る

取
り
組
み
を
検
討
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
個
別
労
働
相
談

状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
相
談

者
か
ら
詳
し
く
報
告
し
て
頂

き
、
参
加
者
全
員
の
理
解
を

深
め
、
解
決
に
向
け
て
の
方

向
を
検
討
し
ま
し
た
。

最
後
に
八
王
子
合
同
法
律

事
務
所
の
松
尾
弁
護
士
か
ら

Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
し
て
、
株
主
優

先
の
ア
メ
リ
カ
型
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
型
が
あ
る
事
と
内
容
に
つ

い
て
報
告
も
頂
き
ま
し
た
。

就
職
で
き
た
木
内
さ
ん
か

ら
３
月
１
日
か
ら
法
律
事
務

所
に
働
い
て
い
る
状
況
の
報

告
が
あ
り
、
「
つ
ど
い
」
で

女
性
組
合
員
か
ら
花
束
が
手

渡
さ
れ
、
終
了
後
に
お
祝
い

会
も
開
催
し
ま
し
た
。

（
谷
口
利
男
）

第
３
回
組
合
員
の
つ
ど
い
を
開
催

東
京
支
部

働く者の生活向上と雇用延長を求めて～鈴木喜美子さんを語る会～

鈴
木
喜
美
子
さ
ん
の
雇
用
延

長
を
め
ざ
す
支
援
連
絡
会
は
３

月
17
日
、
昨
年
の
11
月
24
日
に

急
逝
さ
れ
た
山
村
フ
ォ
ト
ニ
ク

ス
（
旧
Ｎ
Ｅ
Ｃ
真
空
硝
子
）
の

鈴
木
喜
美
子
さ
ん
の
雇
用
延
長

の
た
た
か
い
を
総
括
し
、
鈴
木

さ
ん
が
切
り
開
い
た
た
た
か
い

と
遺
志
を
受
け
と
め
る
「
鈴
木

喜
美
子
さ
ん
を
語
る
会
」
を
中

小
業
者
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

「
語
る
会
」
に
は
、
雇
用
延

長
を
求
め
る
労
働
審
判
を
担
当

さ
れ
た
藤
田
温
久
弁
護
士
、
今

井
節
生
電
機
懇
代
表
、
米
田
徳

治
委
員
長
を
は
じ
め
、
会
場
い
っ

ぱ
い
に
55
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

鈴
木
さ
ん
の
雇
用
延
長
の
取
組

み
を
含
め
た
30
数
年
間
の
た
た

か
い
と
人
柄
が
多
く
の
方
か
ら

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
鈴
木
さ
ん
の
２

年
半
に
お
よ
ぶ
雇
用
延
長
の
た

た
か
い
は
、
職
場
の
人
た
ち
を

勇
気
づ
け
、
活
動
家
を
励
ま
し

続
け
て
き
た
こ
と
を
改
め
て
参

加
者
の
胸
に
刻
み
込
み
ま
し
た
。

「
鈴
木
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
て

雇
用
延
長
を
選
択
し
た
」
「
い

つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
、
毅

然
と
た
た
か
い
続
け
て
き
た
」

「
職
場
で
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
太
陽
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
」

な
ど
、
多
く
の
活
動
が
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
ま
じ
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は

Ｎ
Ｅ
Ｃ
玉
川
事
業
場
Ｏ
Ｂ
の
松

平
晃
さ
ん
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演

奏
、
半
ば
に
は
同
僚
の
フ
ル
ー

ト
演
奏
と
松
本
良
江
さ
ん
の
独

唱
、
最
後
に
は
参
加
者
全
員
で

の
合
唱
が
行
わ
れ
、
歌
好
き
な

鈴
木
さ
ん
に
ふ
さ
わ
し
い
「
会
」

に
も
な
り
ま
し
た
。

終
わ
り
に
挨
拶
さ
れ
た
鈴
木

さ
ん
の
お
兄
さ
ん
は
「
明
る
く

て
良
い
会
で
し
た
。
喜
美
子
も

喜
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

と
、
お
礼
と
感
想
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

（
森

英
一
）

３月１８日、第3回組合員のつどい

団
交
申
し
入
れ
で

解
雇
撤
回
！

関
西
地
方
本
部


